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村 育 祭

60オ以上の宝ひろい

ー第12回玉川村民体育祭は、 10月8日午前 8時30分より玉川一

ー第一小学校に村民多数が参加して開かれ、総合で南須釜が一

一昨年に引き続き優勝、準優勝川辺、 3位が小高と北須釜で一

ーした。ま記体育祭の最後を飾る盆踊りコソクールでは、

ー中、北須釜、小高の各チームに優秀賞が授与されました。
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一
地
籍
調
査
閲
覧

（
企
画
室
）

消
防
団
秋
季
訓
練
（
総
務
課
）

石
川
地
方
野
莱
指
定
産
地
協
議
会

（
産
業
課
）

簡
易
水
道
事
業
監
査

家
屋
調
査
実
施

設
課
）

公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
入
札

（
建
設
課
）

献
血
採
血
車
来
村
（
住
民
課
）

仔
牛
セ
リ
（
石
川
）
（
産
業
課
）

第
十
一
回
農
業
委
員
会（

企
画
室
）

民
生
委
員
協
議
会
（
住
民
課
）

広
域
市
町
村
道
路
計
画
設
計

（
建
設
課
）

月

例

監

査

（

総

務

課

）

保
険
税
第
三
期
納
税
期
限

（
税
務
課
）

イ
ソ
フ
ル
ニ
ソ
ザ
予
防
接
種

（
住
民
課
）

（
税
務
課
）
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こ

の

よ

う

に

に

国

庫

補

助

金

二

0
、
六
五

ゆ

る

め

ら

れ

ま

し

た

の

で

、

今

ま

で

起

債

0
0
0千
円

し
た
。

喘
本
年
度
の
工
事
費
は
次
の
通
り

で
す
。
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福

祉

年

金

の

こ

の

十

月

分

か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
月
額
二
、
三

0
0

円
か
ら
三
、
一
―

1
0
0
円
に

障
害
福
祉
年
金
月
額
三
、
四

0
0

円
か
ら
五
、

0
0
0円
に

二
、
福
祉
年
金
の
所
得
制
限
緩
和

即
得
が
多
い
た
め
、

ら
え
な
か
っ
た
人
で
も
、
今
年
か
ら

も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
人
が
か
な
り

あ
り
ま
す
。

福
祉
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
が
戦
争
公
務
に
も
と
づ
く
公
務

扶
助
料
、
増
加
恩
給
等
の
公
的
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
公
的

年
金
が
准
土
官
以
下
の
旧
軍
人
、
こ

れ
に
相
当
す
る
旧
軍
人
や
こ
れ
に
相

当
す
る
旧
軍
属
等
に
係
る
も
の
で
あ

る
と
き
に
限
り
、
福
祉
年
金
が
全
額

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
十
月
か
ら
は
そ
の
公
的

年
金
が
中
尉
以
下
の
旧
軍
人
や
こ
れ

に
相
当
す
る
旧
軍
属
等
に
係
る
も
の

で
あ
る
と
き
は
福
祉
年
金
が
全
額
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
一
般
の
公
的
年
金
の
場
合
、
福

祉
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

が
普
通
恩
給
、
普
通
扶
助
料
、
退
職

年
金
等
の
公
的
年
知
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
公
的
年
金
が
、
福
祉

年
金
よ
り
も
低
額
で
あ
る
と
き
に
限

り
、
福
祉
年
金
の
額
と
公
的
年
金
と

の
差
額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
十
月
か
ら
は

そ
の
公
的
年
金
が
六
万
円
よ
り
も
低

額
で
あ
る
と
き
は
福
祉
年
金
の
額
を

限
度
と
し
て
公
的
年
金
と
め
差
額
が

支
給
さ
れ
る
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。

用

地

費

事

務

費

四

、

（
設
計
料
含
む
）

合

計

六

四

、

六

二

八

千

円

オ
入
の
中

0
0
0

八
千
円

一

般

会

計

分

担

命

合

計
才

〇
〇
（
千
円

四、

0
0
0
千
円

六
四
、
六
五
八
千
円

出五
六
、
六

誌
事
口
順
調
に
進
む

い
戦
争
公
務

金
の
場
合

一
、
福
祉
年
金
の
額
の
引
上
げ

、
福
祉
年
金
の
公
約
年
金
受
給
制

限
緩
和

中
心
よ
し
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す。

な
り
ま
す
。

□

あ
ぶ
く
ま
川
の
汚
沼
に
つ
い
て

最
上
流
に
バ
ル
プ
工
場
が
あ
る
た
め
白
河

で
は
別
名
プ
ク
川
」
と
呼
ば
れ

と
ア
ル
カ
リ
分
を
表
わ
す
も
の
で
、

P
H
7

を
中
件
、
そ
れ
よ
り
数
値
が
大
ぎ
け
れ
ば
ァ

ル
カ
リ
性
、
小
さ
け
れ
ば
酸
住
と
い
う
。

s
s
（
浮
遊
物
質
）
水
に
溶
け
な
い
で

そ
の
中
に
浮
遊
し
て
い
る
物
質
、
魚
介
類
に

付
着
し
た
り
、
川
底
に
沈
積
し
て
流
れ
を
悲

く
し
た
り
、
腐
敗
し
た
り
す
る
の
で

B
O
D

を
増
す
原
因
と
な
る
。

D
o
（
溶
存
酸
素
）
水
中
に
溶
け
て
い

る
酸
素
の
量
を
い
う
。
酸
素
の
な
い
川
や
少

な
い
川
は
い
わ
ゆ
る
死
ん
だ
川
で
魚
介
類
は

い
。
魚
に
は
殻
低

5
p
p
m
が

い
ほ
ど
よ
い
こ
と
に

に

脳

用
語
の
解
説

p
p
m

微

量

成

分

の

に
用
い
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
一

mg)

の
中
に
あ
る
成
分
が
一
咽
含
ま
ゎ
て
い
る
場

合
、
ま
た
は
気
体
一
3
m
（
百
万
8

)

の
中
に

あ
る
成
分
が
一

8

含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
そ

h
ぞ
れ
一

p
p
m
と
い
う
。

B
O
D

（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
籠
）

水
中
の
汚
物
（
有
機
物
）
を
食
べ
て
無
害
な

も
の
に
す
る
た
め
に
、
好
気
性
の
微
生
物
が

の
量
。

C
O
D

水
中

の

汚

物

を

に

酸

化

し

て

無

害

な

も

の

と
す
る
た
め
に
必
要
な
酸
化
剤
に
対
応
す
る

酸
素
の
最
゜

P
H

（
水
素
イ
オ
ソ
濃
度
）

る

て

い

ま

す

が

、

途
中
の
支
流
か
ら
の
流
入
や
自
浄
作
用
で
郡

山
市
上
流
ま
で
は
ほ
ぽ
回
復
し
ま
す
が
、
郡

山
周
辺
で
は
汚
染
度
は
再
び
高
ま
り
ま
す
。

県
は
、
水
質
の
汚
濁
は
人
の
健
康
を
保
護

し
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
維
推
さ

れ
る
基
準
を
定
め
て
あ
り
ま
す
。
本
村
の
流

域
に
つ
い
て
は
、
類
型

I
に
属
し
ま
す
の
で

次
の
指
標

R
H
H
 

B
O
D
 

s
s
 六

、
五
！
八
、
五

二

p
p
m
以
下

二
、
五

p
p
m
以
下

D

o
七
、
五

p
p
m
以
上

ジ
ア
ン
、
ア
ル
キ
ソ
水
銀
、
有

検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

カ
ド
ミ
ウ
ム

0
、

0
1
p
p
加
以
下

鉛

n
-
p
p
m
以
下

ク
ロ
ム
、
ヒ

0
、

0
五

p
p
m
以
下

（
そ
の
三
）

検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

数

五

、

O
O
O
M
P
N

(
1
0
 0
頑
以
下
）

農
業
用
利
水
点
に
つ
い
て
は

P

H

五、

0
？
七
、
五

D

o
五

p
p
m
以
上

こ
れ

莱
場
の

あ
り
ま
す
。

P

H

五
、
八
！
八
、
六

B
O
D

四

0
p
p
m

s

s
八

0
p
p
m

カ
ド
ミ
ウ
ム

0
、

-
p
p
m

シ
ア
ソ
化
含
物

0
、
五

p
p
r
n

有
機
り
ん
化
含
物
一
、

0
p
p
m

鉛
及
び
そ
の
化
含
物

0
、
五

p
p
m

（
こ
の
項
つ
づ
く

◇◇ 

水
の
酸
分

日
六
、
水
質
汚
涸

リ
ソ
は



3
 

昭和47年11月1日 No. 75  広報 たまかわ

。
あ
な
た
が
、
こ
れ

業
の
現
場
で
働
ら

ば
、
事
業
主
に
話
て
、
ぜ
ひ

退
職
金
共
済
手
帳
を
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

。

は

、

あ

な

た

が

慟

ら

い

の
国
副
を
は
っ
て
も

い
。
事
業
主
が

、
こ
し

十
月
号
広
報
で
3

し

f

ま

し

り

、

「

お

く

の

ほ

そ

か
ら
は
絶
体
火
災
を
出
さ
な
い
よ

う
に
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
実
施
期
間

ア
、
避
難
路
の
確
保

火災シーズン
来るク

盛大に行はれた「おくのほそ道」

岩法寺道の歩こう大会

月
二
十
六

月
二
日
ま
で

重
点
実
施
目
標

①
旅
館
、
ホ
テ
ル
、

f

胃
刈

憎

③
く
ら
し
の
中

ー
と
し
、

消
火
、
通
報
お
よ

こ
火
に
新

な
注
｛

に

よ

叩

に

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

ウ
、
避
難
訓
練
の
実
施

の一

り
、
そ

持
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

9

0

 

‘̀ 

あ
な
た
も
退
職
位
が
も
ら
え
ま
す

!Ifill¥ 
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の
み
な
さ
ん
／
．
ご
存
知
で
す
か
？

ブ
そ

す
る
こ
と
が
多
く
な
る
が
、
そ

い
よ
う

い
使
い
方

ウ
、
暖
房
器
具
の
正
し

入
り
、
ス
ト
ー

あ
な
た
は
火
事
の

恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い

イ
、
火
気
使
用
場
所
の
安
全
点
検

不
燃
化
、
難

に
、
清
掃
と

お
こ
な
い
、

ら
出
火
し
な

六
件

た
ば
こ
に
起
因
す
る
火
災
は
九

し
、
今
後
も
増
加

で
、
喫
煙

賑
か
と
な
り
「
お
く
の
ほ
そ
道
」

の

体

力

づ

く

り

の

ア
、
た
ば
こ
の
投
げ
換
て
と
寝
た

ば
こ
の
防
止
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◎
次
の
よ
う
な
場
合
申
請
す
る
と

自
動
車
取
得
税
が
減
免
さ
れ
ま

す。
一
、
歩
行
の
困
難
な
身
体
障
害
者

が
所
有
す
る
自
動
車
（
十
八
才

未
満
の
身
体
障
害
者
と
生
計
を

一
に
す
る
者
が
所
有
す
る
自
動

車
を
含
む
）
で
身
体
障
害
者
自

か
ら
運
転
す
る
も
の
、
又
は
身

体
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る

者
が
運
転
す
る
も
の

」
叫
叶

l

一

二
、
災
害
の
た
め
自
動
車
に
損
害

を
受
け
た
と
き
（
交
通
事
故
を

除
く
）
損
害
の
程
度
に
よ
り
最

高
で
税
額
の
五
十
形
ま
で
ー
ー

ーロロロ

◎
持
主
が
替
っ
た
と
き
の
自
動
車

税
は
こ
う
な
り
ま
す
。

（
一
般
的
な
場
合
）

替
っ
た
月
の
属
す
る
期
分
ま
で

ー
前
の
持
主
が
納
め
ま
す
翌

期
分
か
ら
_

_

 後
の
持
主
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

（
特
殊
な
場
合
）

一
、
非
課
税
車
（
官
庁
用
、
急
救

車
等
）
か
ら
課
税
対
象
車
（
一

般
串
）
に
所
有
権
が
替
っ
た
と

ぎ
ー
替
っ
た
月
の
翌
月
か
ら

月
割
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

二
、
課
税
対
象
車
（
一
般
車
）
か

ら
非
課
税
車
（
官
庁
用
、
急
救

車
な
ど
）
に
所
有
権
が
替
っ
た

小
包
郵
便
も
郵
便
番
号
に
よ
る

発
送
区
分
け
を
し
て
お
り
ま
す
。

板

碑

大
字
南
須
釜
字
奥
平

板
碑
は
最
も
古
い
墓
石
で
故
人

郵
便
番
号
を

お
忘
れ
な
く

と
き
ー
—
替
っ
た
月
ま
で
月
割

で
課
税
さ
れ
ま
す
。

◎
車
の
廃
車
叉
は
移
転
手
続
は
早

く
、
確
実
に
。

車
を
取
り
咎
え
た
ら
、
前
の
車

の
廃
車
又
は
移
転
手
続
き
が
完

了
し
た
か
ど
う
か
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

（
車
が
一
台
し
か
な
い
の
に
二

台
分
の
税
金
が
か
か
っ
て
行
く

原
因
は
、
前
の
車
の
廃
車
ま
た

は
移
転
手
続
き
が
お
く
れ
て
い

る
た
め
で
す
。
）

四
十
八
年
用
年
賀
は
が
き
は
十

一
月
六
日
か
ら
売
り
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
毎
年
十
二
月
末
に
な
る
と

年
賀
郵
便
に
よ
る
混
雑
を
来
た
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
さ
け

る
た
め
年
賀
郵
便
等
は
、
次
の
特

別
取
扱
期
間
内
に
出
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

年
賀
郵
便
の
特
別
取
扱
は
十
二

月
十
五
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
早
め
に
準
備

い
た
し
て
、
お
そ
く
も
十
二
月
二

十
二
日
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。

年
末
小
包
は
十
二
月
十
五
日
ま

で
に
。

◎
車
検
（
継
続
車
台
検
査
に
は
自

動
車
税
を
納
め
た
証
明
書
が
必

要
で
す
。

自
動
車
税
を
納
め
た
ら
キ
ッ
プ

の
一
元
一
枚
目
「
自
動
車
税
納
税
確

認
書
」
を
は
が
し
て
車
体
検
査

証
と
一
し
ょ
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◎
自
動
車
税
の
自
主
納
税
に
ご
協

力
を
。

集
金
に
は
参
り
ま
せ
ん
、
自
か

ら
銀
行
等
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

郡
山
市
麓
山
一
丁
目
―
ー
一

郡
山
県
税
事
務
所
直
税
課

T
E
L
二
三
ー
六
一
六
一

お
歳
暮
な
ど
の
年
末
贈
答
用
小

包
は
到
着
時
季
を
失
し
な
わ
な
い

よ
う
に
十
二
月
十
五
日
頃
ま
で
お

出
し
下
さ
い
。

年
賀
は
が
さ
は

特
別
取
扱
期
間
内
に

出
し
ま
し
よ
う

自
動
車
税
に
つ
い
て

一‘‘
'-

じ
で
す
か
？

須釜の 文 化 財 （その 11) 

そ
の
他
自
動
車
税
に
つ
い
て
の

詳
し
い
照
会
は
次
に
お
願
い
し

ま
す
。

第
八
回
玉
川
村
家
庭
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
は
、
十
一
月
―
―
―
日
午
前

八
時
三
十
分
よ
り
、
須
釜
小
学
校

々
庭
で
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
盛

大
に
関
催
さ
れ
、
途
中
か
ら
降
り

出
し
た
小
雨
の
中
で
熱
戦
が
展
開

さ
れ
た
結
果
、
北
須
釜
チ
ー
ム
が

北
須
釜
優
勝

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

川

辺

郵

便

局

手
紙
、
は
が
き
に
は
勿
論
、
小
包

に
も
番
号
を
書
い
て
下
さ
い
。
郵

便
番
号
は
正
し
く
ハ
ッ
キ
リ
と
お

書
き
下
さ
い
。

昨
年
の
雪
犀
を
果
し
、
見
事
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

尚
準
優
勝
は
南
須
釜
チ
ー
ム
、

三
位
は
小
高
チ
ー
ム
と
中
チ
ー
ム

の
供
養
、
ま
た
は
、
来
世
を
祈
る

培
婆
で
あ
る
。
五
基
併
列
し
て
い

る
も
の
は
、
本
村
唯
一
で
あ
る
。

年
号
は
な
い
。

本
村
で
は
、
奥
平
曲
角
、
東
光

寺
、
堂
ノ
内
、
鹿
島
神
社
、
上
ノ

入
、
雀
森
な
ど
板
碑
が
あ
る
。

も
と
も
と
は
、
道
祖
神
で
あ
り

ふ
さ
ぎ
の
か
み

塞
神
で
あ
っ
た
が
、
後
世
に
な

っ
て
そ
の
形
態
か
ら
性
神
と
し
て

尊
ば
れ
、
時
に
は
授
子
の
神
と
し

て
拝
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
こ
に
男
根
五
基
ほ
ど
あ
っ
た
よ

う
だ
、
破
損
が
甚
だ
し
く
そ
の
お

も
か
げ
を
と
と
め
る
に
す
ぎ
な

い
。
本
村
唯
一
。
後
方
は
板
碑
。

道

禄

神

大
字
南
須
釜
字
堂
ノ
内

車は急に

止まらない

で
し
た
。
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て
い
な
い
と

説
明
ひ
ら
仮
名
の
、

「
た
」
を
図
案
化
し
た
も
の
で
1

民
の
和
と
協
力
に
よ
っ
て
、
明
る

く
豊
か

い
、
は
え
て
く
る
。

の
関
係
が
よ
く
い
わ
れ
｝

的
な
根
拠
は
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
よ
う
で
す
:
要
は
体
調
を
と
r

の
え
て
お
く
こ
と
で
す
；
洗
髪

i

週

一
ー
ニ
回
位
、
洗
っ
た
あ
と
、

ヘ
ア
ー
タ
リ
ー
ム
か
油
を
ぬ
り
、

、0
た
し な

お

、

は

万
円
、
佳
作
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
千

円
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
優
秀

作

に

つ

い

と

し

て

条
こ
と
に
し

の
低

下
は
力
せ
の
最
大
の

原
因
。
衣
服
で
湿
度

差
を
調
節
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
と
く

に
注
意
し
た
い
の
は

ろ
か
ら

lllllllllltlllllllllllllll!lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll!IJl!lllllllll!lllllllllllllllllllll 

秋ぐちの健康管理
tllllllllll!llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllltllllllllllllllllltllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll 

で

ひ
か
え
る
よ
う
に

医
師
に
い
わ
れ
て
い
る
人
は
、
植

一
日
よ

竺
章
の

し
て
お
っ
た
と
こ
ろ
九
六
点
の
応

し
た
の
で
十
月
七
日

よ
っ

の
降
る
こ
と
が

一
雨
ご
と
に
秋
が
深

訊
る
が
、
雨
と
と
も

リ
、
そ
の
た
め
、
カ

ゼ
、
リ
ニ
ー
マ
チ
、
神
経
痛
に
か

か
る
こ
と
が
多
い
。
夏
バ
テ
が
回

復
し
て
い
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
の

病
気
が
ひ
ど
く
な
る
。
ま
た
抜

毛
、
下
痢
の
ジ
ー
ズ

ン
で
も
あ
る
。
秋
雨

‘
 

し

I

i
ー

1

ー1
'
|

—
+
一

ま

る

I
―

か
ら
だ
に
こ
た
え

び
き
、
体
重
が
二

っ
た
人
は
夏
バ
テ
と

ヘ
ル
ス
・
メ
ー

秋
雨

る
。
カ
ゼ

キ
ロ
以
上

み
て
い
い
、

は
い
っ
て
い
る
。

タ
ー
な
ど
で
月

を
し
た
い
も
の
。
一
回
復
し

よ
う
と
し
て
も
ム
リ
。
週
に
五
百

瓦
以
内
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
を
目
安

に
す
る
こ
と
が
よ
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
そ
れ
に
は
油
気
の
多
い

も
の
を
あ
っ
さ
り
食
べ
る
の
が
コ

ッ
。
た
と
え
ば
、
卵
、
チ
ー
ズ
肉

類
3

生
あ
げ
を
い
れ
た
み
そ
汁
、

ケ
ン
チ
ン
汁
等
も
よ
い
。
も
っ
と

地
方
税
完
納

み
よ
い
郷
土
、
あ
と
押
す
納
税

金
は
、
納
期
内
に
か
な
ら
ず
完

納
し
ま
し
ょ
う
。

玉

川

村

地
区
税
協
石
川
方
部
会

郡

山

県

税

事

務

所

と

豊

か

な

村

、

住

み

よ

に

っ
て
、
た
ゆ
ま
ざ

に
納
入
し
て
い
る

り
ま
す
。
近
年
特

展
に
伴
い
、
受
注

置
も
日
を
追
っ
て
多
く
な
り
、
従

っ

て

、

の

改

善

改

良

を

に
な
っ
て

居
り
、
社
員
か
ら
も
期
待
と
好
評

よ
く
す
い
て
お
く
。

夏
バ
テ
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ

ぅ
~
ど
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
栄

養
状
態
を
よ
く
す
る
こ
と
、
睡
眠

を
十
分
と
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス

消
に
つ
と
め
る
こ
と
。

涼
し
く
な
る

激
し
く
た

る
為

海
外
旅
行
を
企
画
し
て
来
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
そ
の
機
会
が
無
く

実
施
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
本
年
よ

（
写
真
は
海
外
旅
行
で
撮
影
）

、
木
根

社
員
の
海
外
旅
行

と
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井

公
民
館
と
社
会
福
祉
協
識
会
共
催
の
、
荼
川
村
菊
花
盆
栽
老
人

作
品
展
は
、
十
月
二
十
八
、
二
十
九
日
の
二
日
間
玉
川
第
一
小

学
校
で
、
菊
花
百
十
八
点
、
盆
栽
三
十
五
点
、
老
人
作
品
百
二

十
二
点
が
出
品
さ
れ
、
期
間
中
参
観
人
で
に
翠
わ
い
ま
し
た
。

, .. ,,,1111D11:mm1111,,,__,,,,,,,,, ...... ,,,,,,,_,,,,,,, ...... ,,~ 
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// -'l // /,/ // -'l 1/ ん，銅
賞

ク ク /,/ ク // // ク銀
賞

ク ク 令
賞

ク

円
谷
直
成
（
南
須
釜
）

矢

部

治

男

（

川

辺

）

須

藤

永

一

（

ク

）

須

藤

忠

男

（

ク

）

佐

藤

茂

雄

（

小

高

）

大

竹

嘉

一

（

川

辺

）

磯

目

ウ

メ

（

ク

）

矢

吹

隆

子

（

ク

）

吉

田

清

（

ク

）

矢

部

辰

弥

（

ク

）

小

林

ミ

ヨ

（

竜

崎

）

須

藤

永

一

（

川

辺

）

上

野

鶴

雄

（

竜

崎

）

円

谷

直

成

南
須
釜
）

深
谷
マ
ツ
ミ
（
竜
崎
）

小

林

ミ

ョ

（

ク

）

矢

部

丈

雄

（

川

辺

）

―――瓶

農
夫

也

（

ク

）

矢

部

タ

ツ

（

ク

）

磯

目

ウ

メ

（

＂ク

）

＾

双
里

多

喜

蔵

，

ク

）

菊

花

審
査
に
は
草
野
助
役
、
矢
吹
教

育
長
、
草
野
泉
中
校
長
、
増
子
要

助
さ
ん
が
当
り
、
そ
の
結
果
次
の

方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

狩
猟
の
注
意

9
,3
, .f
,• 

十
一
月
一
日
よ
り
狩
猟
解
禁
に

/,/ /,/ 

部

落

岩

法

寺

竜

崎

ク・北

須

釜

ク

雄

'/ ケ // 

『

q

ヽ＿
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

（
十
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

死

亡

者

氏

名

年

令

世

帯

主

名

続

柄

遠

藤

重

治

(72)

重

善

父

鈴

木

重

義

(56)

主

紘

一

の

父

湯

沢

ミ

カ

(73)

英

母

小

針

武

二

(61)

主

小

針

蔵

重

(86)

重

雄

父

ク /,, 

クク

// /,/ 

美郎広キ

// 

'/ ク銅
賞

ク

続
柄

長

女

孫ク

ij /,/ ク

為
部

落

出

生

児

氏

名

川

辺

吉

田

優

子

小

高

関

根

勲

竜

崎

小

林

弘

北

須

釜

桐

枝

子

ク

鈴

木

子

吉

須

釜

彦

ク銀
賞

ん‘ 金
賞

ク

老
人
作
品
展

o
-
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,1 

火ふ

['

葛

咲

く

や

音

の

は

げ

し

き

築

の

あ

と

皿

[

石

切

り

の

西

日

に

ま

ぶ

し

羞

す

だ

れ

叩

葦

の

穂

の

暮

色

に

寝

鳥

潜

む

ら

し

[

身

を

か

ぽ

う

菜

食

つ

づ

き

夜

の

涼

し

皿

わ

が

庭

や

秋

覚

に

満

ち

し

夕

映

え

て

11

雲

ふ

か

く

石

切

場

あ

り

翌

ウ

の

花

血

山

晴

れ

て

露

の

か

が

や

く

山

葡

萄

叫

稲

の

緒

を

み

だ

せ

る

風

や

蝶

ま

ぎ

れ
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白
旗
―
―
一
郎
（
川
辺
）

真
野
目
キ
ョ
シ

（
南
須
釜
）

石
森
半
三
郎
（
山
小
屋
）

上

野

鶴

雄

（

竜

崎

）

小

林

雄

一

郎

（

ク

）

矢

吹

リ

ヨ

（

ク

）

味
原
ヒ
デ

ヨ
（
川
辺
）

高

林

浅

助

（

中

）

真

弓
シ
ゲ
ヨ
（
蒜
生
）

車

田

ワ

キ

（

小

高

）

車
田

ョ

シ

ノ

（

ク

）

岩

谷

光

啓

（

中

）

佐
久
間
多
七
（
岩
法
寺
）

須

釜

亀

松

ハ

ク

）

吉

田

マ

ツ

（

川

辺

）

須

藤

ョ
ジ
（
ん
．
）

野

崎

重

司

（

ク

）

大
木
ア
サ
（
南
須
釜
）

松

田

フ

ヂ

（

ク

）

森

ゴ

ソ

（

吉

）

小
林
彦
右
衛
門
（
竜
崎
）

な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
こ
の
狩
猟

に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
狩
猟
を

さ
れ
る
方
は
禁
止

＼
 

さ
れ
て
お
る
場
所

に
お
い
て
は
絶
体

猟
は
し
な
い
う
よ

に
、
又
、
猟
を
す

る
際
は
人
影
に
注
意

し
事
故
を
お
こ
さ
な

い
よ
う
こ
。

狩
狐
譴
濶
務
荏
如渚

に
あ
っ
て
は
、
一
人

で
の
山
歩
き
等
に
充

分
使
を
付
け
て
、
事

故
に
合
な
い
よ
う
に

注
意
い
た
し
ま
し
ょ

う。

銃の保管ぱ澳重に

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
さ
い
ま
す

（
十
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

世
帯
主
名

直

人

栄夕栄三嘉

光
恵

美秀吉




